
最
澄

『
依
一葱
集
』

に
つ
い
て
 
(田

村
)
 

六
〇

最
澄

『依
愚
集

』

に

つ
い
て

田

村

晃

祐

第

一
項

序

『
大
唐
新
羅
諸
宗
義
匠
依
愚
天
台
義
集
』
は
、
最
澄
の

『
守
護
国
界

(1
)

章
』
に
そ
の
名
が
引
用
ざ
れ
て
お
り
、
最
澄

・
徳

一
論
争
の
最
も
初
期

の
も
の
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
の
成
立
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
文
の
後
に
続
け
て
後
序
と
も

い
う
べ
き
も
の
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
、

弘
仁
四
年
癸
巳
九
月
一
日

(
I
I
I

三
六
五
)

と
記
さ
れ

て
、
弘
仁
四
年

(八
一
三
)
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。所
が
、
本
書
の
初
め
に
別
に
序
文
が
附
せ
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
に
は

「
弘
仁
七
丙
申
之
歳
也
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
両
者
の
間
に
三
年
の
隔

り
が
あ
る
。

こ
の
間
の
相
違
に
つ
い
て
、

一
、
弘
仁
四
年
著
と
考
え
る
も
の
。

(
1
)弘
仁
七
年
の
年
記
は
後
人
の
鼠
入
と
考
え
る
。
(三
浦
周
行
博

(2
)
士
)

(2)

弘
仁
四
年
集
記
、
弘
仁
七
年
発
表
と
考
え
る
。
(塩
入
亮
忠
教

蝿
)

二
、
弘
仁
七
年
著
と
考
え
る
も
の
。

(
3
)弘
仁
七
年
と
考
え
、
弘
仁
四
年
に

つ
い

て
は
言
及
な
し
。

(
4
)

(上
杉
文
秀
教
授
)

三
、
両
年
時
を
単
に
併
記
す
る
も
の
。

(
5
)

(
4
)両
説
を
記
し
、
相
違
の
考
察
な
し
。
(大
屋
徳
城
教
授
)

と
、
諸
説
あ
り
、
そ
の
間
、
定
説
と
見
る
べ
き
も

の
は
な
い
。

(
4
)
の
説
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
述

べ
る
迄
も
な

い
。
た
だ
、
こ
の
両

説
の
問
の
相
違
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
足
る
。
(
3
)

の
説
は
、
弘
仁
四
年
の
序
に
は
全
く
言
及
の
な
い
以
上
、
単
に
参
考
に

と
す
る
以
外
に
仕
方
が
あ
る
ま
い
。

(
1
)
の
説
に
つ
い
て
は
、
問
題
は
、
も
し
弘
仁

七
年

の
年
記

の
み
な
ら

ず
、
序
分
が
わ
ざ
わ
ざ
附
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
序
分

の
最
後
に
、
記
さ

れ
て
い
る
年
時

で
あ
る
の
で
、
も
し
後
人
の
鼠

入

で
あ
る
と
い
う
な

ら
、
恐
ら
く
、
序
分
全
体
を
も
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、
何
故
こ
の
序
文
、
年
時
が
後
に
加

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
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か
つ
た
か
、
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
に
、
後

記
が
あ
り
、
特
に
必
要
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
に
、
何
故
附
さ
れ
た

か
、
何
時
頃
附
さ
れ
た
か
は
、
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
説
明
さ

れ
な
け
れ
ば
、
こ
の
説
は
確
立
さ
れ
た
説
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

(2)
の
説
は
、
最
も
適
切
に
こ
の
二
年
時
の
調
和
を
図
つ
た
説
と
評
し

得
る
で
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
説
を
確
立
さ
せ
る
為
に
は
、
弘
仁
四
年
に

書
か
れ
た
も
の
が
、
何
故
発
表
さ
れ
ず
に
い
た
か
、
弘
仁
七
年
、

そ
れ

も
東
国
か
ら
帰
山
後
に
、
何
故
改
め
て
発
表
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た

か
、
一
体
当
時
発
表
す
る
と
は
、
ど
の
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ

つ
た

か
、
誰
に
対
し
て
発
表
し
た
の
か
、
何
故
、
そ
の
時
弘
仁
四
年
の
後
記

及
び
年
時
を
も
、
そ
の
ま
ま
附
け
た
ま
ま
発
表
し
た
の
か
、
等
と
い
う

疑
問
が
湧

い
て
く
る
。

以
下
、

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
考
慮
上
に
お
き
な
が
ら
こ
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
え
る
方
法
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
が
最
澄
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
つ
た
か
、
と
い
う
点
か
ら

考
察
し
て
み
た
い
。

第
二
項

弘
仁
四
年
撰
述
説

最
初
に
、
弘
仁
四
年
と
は
、
最
澄
に
と
つ
て
ど
の
よ
う
な
年
で
あ

つ

た
か
、

こ
の
年
に
書
か
れ
た
と
す
る
可
能
性
は
あ
る
か
、
執
筆
の
動
機

な
何
で
あ

つ
た
か
等
を
考
え
て
み
た
い
。

巴
延
暦
二
十
四
年

(八
〇
五
)
中
国
か
ら
帰

つ
た
最
澄
は
翌
二
十
五
年

(八
〇
六
)
年
分
度
者
の
天
台

へ
の
割
当

て
を
天
皇

に
乞

い
、
南
都
僧

綱
の
賛
成
を
得
て
、
こ
れ
が
実
現
さ
れ
、
天
台
宗

が
公
認
の
一
宗
と
し

て
確
立
さ
れ
た
の
が
延
暦
二
十
五
年
.
(八
〇
六
)

正
月
二
十
六
日
で
あ

つ
た
。
所
が
、
最
澄
の
最
大
の
外
護
者
と
い
つ
て
も
よ
い
桓
武
天
皇
が

同
年
三
月
十
七
日
に
は
崩
ぜ
ら
れ
、
平
城

・
嵯
峨

天
皇
が
帝
位
に
即
ん

に
及
ん
で
、
最
澄
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
苦
難
が
か
か
つ
て
く
る

よ
う
に
な
つ
た
。

そ
の
具
体
的
な
問
題
の

一
つ
は
弟
子
養
成
の
問
題
で
あ
る
。
年
分
度

者
二
名

の
允
許
が
降
り
て
か
ら
弘
仁
四
年

(八
一
三
)
迄

は
七
年
経
過

し
、
大
同
二
年

(八
〇
七
)
か
ら
始
ま
つ
て
順
調

に
い
け
ば
、
十
四
名

の
天
台
僧
が
育

つ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
所
が
、
弘
仁
四
年
の
時
点
で
、

得
度
し
た
僧
十
四
名
の
中
、
何
人
叡
山
に
残

つ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
後
に
、
大
乗
戒
問
題
が
大
き
く
な
つ
て
か
ら
作
ら
れ
た

『
天
台

法
華
宗
年
分
得
度
学
生
名
帳
』
(
1
二
五
一
)
に
よ

れ
ば
、

こ
の
十
四
名

中
、
住
山
せ
る
も
の
は
僅
か
に
四
名
、
他
の
十
名

は
、
す

べ
て
叡
山
を

去

つ
て
し
ま

つ
た
。
勿
論
こ
れ
等
の
不
住
山
の
僧

の
中
に
は
A
弘
仁
四

年
の
時
点
で
は
住
山
し
、
そ
の
後
の
数
年
の
間
に
山
を
降
り
た
者
も
い

よ
う
か
ら
、
弘
仁
四
年
の
時
点
で
は
こ
れ
程
で
は
な
か
つ
た
か
も
知
れ

な
い
が
、
と
に
角
、

こ
れ
は
最
澄
に
危
機
感
を
も
た
せ
る
に
は
十
分
な

事
態
だ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
、
不
住

山
の
十
名
中
、
法
相

宗

へ
走

つ
た
者
が
、
四
名
に
上
つ
た
事
は
大
き
な
打
撃
で
あ
つ
た
で
あ

ろ
う
。
普
通
貸
空
海
と

の
仲
違
い
の
原
因
と
な
つ
た
と

い
わ
れ
る
泰
範
の
問

最
澄

『
依
葱
集
』
に

つ
い
て
 
(
田

村
)
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一
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最
澄

『
依
吋懲
集
』
に

つ
い
て
 
(
田

村
)
 

六
二

題
も
、
実

は
、
泰
範

の
離
山
の
問
題
が
出
発
点
で
あ
る
。
泰
範
は
も
と

元
興
寺
の
僧
で
、
叡
山
に
上
つ
て
最
澄
の
下
、
叡
山
仏
教
の
開
創
に
力

を
尽
し
、

最
澄
ま
た
多
く
の
弟
子
の
中
で
特

に
信
任
し
、
大
同
五
年

(八
一
〇
)
最
澄
病
中
の
事
務

一
切
を
任
せ
ら

れ
た
。
弘
仁
三
年

(八

一
二
)
最
澄
は
病
に
臥
し
、
五
月
八
日
遺
言
を
作

つ
た
が
、

そ
の
時
、

泰
範
は
、
山
寺
の
総
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
書
司
を
兼
ね
し
め
ら
れ
て

い
た
。
最
も
高
い
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

最
澄
の
信
任
に
も
拘
ら
ず
、
泰
範
は
山
に
居
る
こ
と
を
好
ま
ず
、

そ
の

翌
月
、
弘
仁
三
年
六
月
二
十
九
日
に
、
最
澄
に
書
簡
を
送
り
、
暇
を
乞

う
た
。
「泰
範
常
破
戒
意
行
。
徒
繊
二清
浄
衆
殉
…
…
暫
制
二
心

一
処
。

繊
二悔
罪
業
。
謹
請
レ
暇
」
(V
附
一
三
六
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
三
浦

周
行
教
授

は
、
「
泰
範
の
請
暇
は
、
彼
が
山
に
在
る
の
日
、
同
法

よ
り

(6
)

破
戒
の
罪
事
を
挙
げ

て
排
斥
せ
ら
れ
し
に
非
ざ
る
か
」
と
い
う
。
し
か

し
、

こ
れ
よ
り
先
、

弘
仁
二
年
に
も
、
泰
範
は
法
華
の
講
に
堪
え
ず
、

と
辞
退
し
た
こ
と
が
あ
り

(v
附

一
三
六
)
泰
範
離
山
の
真
相
が
何
で
あ

つ
た
か
は
、
容
易
に
分
か
か
ら
な
い
。
空
海
に
近
づ
い
た
の
は
こ
の
請

暇

の
後
で
あ

つ
て
、
近
江
の
高
嶋

に
い
た
泰
範

(v
四
六
三
)
は
同
年

十
二
月
、
高
雄
山
寺

で
、最
澄
と
共
に
胎
蔵
界
灌
頂
を
空
海
よ
り
受
け
、

以
後
、
密

教
研
究
を
な
す
よ
う
に
と
の
最
澄
の
付
嘱
を
受
け
、
円
澄

・

堅
栄
と
空
海
の
下
に
止

つ
た
が
、
泰
範
の
み
は
遂
に
叡
山

へ
帰
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
弘
仁

四
年
六
月
十
九

日
、
即
ち
、

『依
轟

集
』
後
記

の
日
付
、

九
月

一
日
の
約
七
十
日
程
前
の
泰
範
宛
最
澄
書
簡

(v
四
六
四
)
に
は

「
被
棄
老
同
法
最
澄
」
ど
署

名
し
て
あ

つ
て
、
す

で
に
泰
範
が
、
最
澄
の
許
か
ら
空
海
の
所
へ
移
つ
た
の
は
明
ら
か
で
あ

つ
た
。
塩
入
亮
忠
教
授
は
こ
の
頃
の
最
澄
の
苦
境
を
要
約
し
て
、
桓
武
天
皇

の
崩
御
、
右
大
臣
で
叡
山
仏
教

の
庇
護
者
で
あ
つ
た
神
王
の
亮
去
、
和

気
弘
世
の
死
去
、
年
分
度
者

の
争
奪
、
好
意
を
も

つ
て
い
た
勤
操
さ
え

南
都
の
疑
雲
を
散
ず
る
こ
と
を
す
す
め
た
よ
う
な
、
南
都
と
の
間
の
暗

雲
、
な
ど
を
挙
げ
、
最
澄
は
桓
武
天
皇
崩
御
か
ら
約
九
年
間
、
沈
黙
と

(
7
)

研
鑛
の
修
道
生
活
に
入
つ
た
、
と
記
し
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
様
な
状
況
が
、
弘
仁
四
年
頃

の
最

澄
の
状
況

で
あ

つ

た
。
」
言
で
い
え
ば
、
折
角
、
桓
武
天
皇
に
よ
つ
て
公
認
の

一
宗
と
さ

れ
た
天
台
宗
も
、
内
外

の
諸
要
因
に
よ
つ
て
、
大
き
な
危
…機
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
上
最
澄
自
身
の
、
死
を
覚
悟
し
た
病
の
後
で
あ
つ
た
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
時
代
背
景
の
下
に
、
『
依
愚
集
』
の
内
容
を
考

え
て
見

る
時
、
最
澄
は
、
天
台
の
存
続
を
願
つ
て
、
天
台
が
実
は
、
奈
良
諸
宗

-

律

・
三
論

・
法
相

・
華
厳
-

と
、
新
来
の
真
言
宗
等
に
よ
つ
て

高
く
評
価
さ
れ
、
影
響
を
与
え
て
い
る
教
理
を
も
ち
、
更
に
、
最
澄
自

身
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
依
愚
と
さ
え
な
つ
て
い
る
宗
で
あ
る
こ
と
を
記

し
、
特
に
弟
子
達
に
、
自
宗
の
優
越
性
を
深
く
認
識
さ
せ
よ
う
と
の
意

図
を
も
つ
た
こ
と
は
、
大
変
自
然
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

弘
仁
四
年
の
後
記
に
は
、
結
論
と
し
て
、
他
宗

へ
の
批
判
は
含
ま
ず
に

た
だ
天
台
の
優
秀
性
の
み
を
記
し

て
、
「唯
敬
信

二於
義
理
幻
寧
誇
二人
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法
一招
映
哉
」
(
I
I
I

三
六
三
)
「
伏
願
。
有
心
君
子
。
放
二
愛
憎
之
情
。
熟

察
二諸
宗
之
愚
。
」
「
誼
捨
レ
福
慕
レ置
者
哉
。
願
同
見
二
於

一
乗
。
倶

入
二

於
和
合
海

一也
」
(
I
I
I

三
六
四
)
と
、
や
や
受
身
の
記
述
に
終
り
、
倶

に

和
合
の
海

に
入
ら
ん
、

と
願
い
を
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、

弘
仁
四
年
九
月
撰
述
は
信
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
勿
論
、

こ
の
時
点
で
、
徳

一
に
対
す
る
批
判
と
い
う
要
素
は
も
つ

て
い
な
か

つ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
項

弘
仁
七
年
説

一

弘
仁
四
年
に
撰
述
さ
れ
た

『
依
愚
集
』
に
、
何
故
弘
仁
七
年
の
序
が

つ
い
て
い
る
か
、
は
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
後
人
の
窟
入

説
と
、
弘
仁
四
年
集
記
、
弘
仁
叱
年
発
表
説

と
が
あ

る
こ
と
を
記
し

た
。で
は
、
、弘
仁
四
年
集
記
、
七
年
発
表
説
は
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。

こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第

一
は
、ヤ
前
節
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
弘
仁
四
年
に
こ
の
よ
う
な

書
を
集
記
す
る
必
要
性
が
あ

つ
て
書
か
れ
た
も
の
が
、
単
に
集
記
し
た

だ
け
で
発
表
し
な
か
つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
で
あ

つ
た
か
。

第
二
に
、
も
し
、
弘
仁
四
年
は
集
記
だ
け
に
終

つ
て
、
発
表
さ
れ
な

か
つ
た
と
し
た
ら
、
何
故
、
内
容
的
に
は
、
重
複

の
嫌
い
あ
る
弘
仁
四

年
の
後
記
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
発
表
し
た
の
か
。
ま
た
、
弘
仁
七
年
に

な
つ
て
発
表
し
た
理
由
は
何
で
あ

つ
た
か
。

こ
う
し
て
こ
の
問
題
は
、
む
し
ろ
何
故
、
弘
仁
七
年
と
い
う
時
点
で

改
め
て
序
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に

要
約
出
来
る
。

次
の
窟
入
説
も
ま
た
、
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
を
成
立
さ
せ
る
為

に

は
、
何
故
に
、
後
記
と
別
に
序
が
付
さ
れ
て
い
る

の
か
、
七
年
に
特
に

序
を
附
し
て
発
表
す
る
意
味
は
な
ん
で
あ
つ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に

到
達
す
る
。
そ
こ
で
、
改
め
て
弘
仁
七
年

の
最
澄

の
状
況
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

二

仁
忠

『
叡
山
大
師
伝
』
に
よ
る
と
、

六
年
秋
八
月
。
縁
ご和
気
氏
請
幻
赴
一於
大
安
寺
塔
中
院
幻
闘
二揚
妙
法
鱒
(中

略
)
適
講
莚
寛
本
願
所
レ催
向
二於
東
国
。
(v
附
三
〇
-
一
)

と
記
さ
れ
て
い
て
、
弘
仁
六
年
秋
八
月
、
大
安
寺

で
天
台
の
教
義
を
説

き
、
南
都
の
諸
大
徳
と
論
争
を
ま
じ
え
て
、

一
乗

の
義
を
主
張
し
、
三

乗
の
説
を
擢
折
し
、
講
莚
が
終
る
と
、
直
ち
に
東
国

へ
赴
い
た
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
東
国
に
は
、
す
で
に
、
最
澄
が
若
年
に
し
て
叡
山
で
修

行
中
、

一
切
経
の
書
写
を
助
け
て
く
れ
た
鑑
真
の
弟
子
、
道
忠
の
系
統

の
僧
が
、
広
智
を
中
心
と
し
た
相
当
大
き
な
天
台
教
団
を
形
成
し
て
お

(8
)
り
、
そ
こ
を
初
め
て
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

『
叡
山
大
師
伝
』
の
記

述
に
従

つ
て
、
例
え
ば
三
浦
周
行
教
授
も
、
最
澄

は
、
弘
仁
六
年
の
夏

か
ら
、
弘
仁
七
年
の
初
め
に
か
け
て
東
国

へ
旅
行
し
て
弘
仁
七
年
三
月

(9
)

二
十
日
頃
迄
に
は
、
叡
山

へ
帰

つ
た
も
の
を
考
え
、
多
く
の
最
澄
の
伝

最
澄

『
依
愚
集
』

に

つ
い
て
 
(
田

村
)
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最
澄

『
依
葱
集
』
に

つ
い
て
 
(
田

村
)
 

六
四

記
も
こ
の
説
に
従

つ
て
い
る
。

所
が
、

こ
の
時
最
澄
に
同
行
し
た
と
見
ら
れ
る
東
国
出
身
の
僧
の
伝(1
0
)

記
な
ど
を
見
る
と
、
弘
仁
八
年
の
三
月
六
日
に
下
野
の
大
慈
寺
で
徳
円

(
1
1
)

に
法
を
付
b
、
伺
じ
日
徳
円
及
び
円
仁
に
円
頓
菩
薩
大
戒
を
授
け
、
五
(
1
2
)

月
十
五
日
に
は
上
野
の
緑
野
寺
で
、
円
澄
と
広
智
に
両
部
灌
頂
を
伝
授

し
て
い
る
。
ま
た
、
叡
山
俗
別
当
大
伴
宿
弥
国
道
の

「
天
台
仏
法
流
布

吾
朝
事
」

に

「
以
二弘
仁
八
年

一為
レ
令
三
一
切
衆
生
直
至
二道
場
。
結
二
縁

八
島
之
内
。
奉
写
二法
華
経
六
千
部
ご

と
い
う
記
事
も
あ
る
。
こ
れ
等

の
史
料
を
綜
合
し
て
、
薗
田
香
融
教
授
は
、
最
澄
が
東
国
を
旅
行
し
た

の
は

「実
際
は
弘
仁
七
年
夏
か
ら
翌
年
夏
に
か
け
て
巡
化
さ
れ
た
も
の

(
1
3
)

と
推
定
し
た
い
。」
と
述
べ
る
。
私
も
、

こ
の
見
解
に
同
意

し
た
い
。

す
る
と
、
弘
仁
七
年
に
は
、
半
年
近
く
最
澄
は
東
国
に
赴
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

そ
こ
で
、
こ
の

『依
愚
集
』
の
弘
仁
七
年
の
序
分
は
、

一
体
、
叡
山

に
ま
だ
居

た
時
に
書
か
れ
た
も
の
か
、
東
国
で
書
か
れ
た
も
の
か
、
と

い
う
疑
問
が
起
こ
る
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
単
に

弘
仁
七
年

と
い
う
年
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
月
日
が
記
さ
れ
て
い

な
い
為
に
決
定
的
な
答
え
を
出
す

こ
と
は
出
来
な
い
。

三

弘
仁
七
年
の
序
分
は
概
要
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
天
台
の
伝

法
は
諸
宗

の
明
鏡

で
あ
り
、
諸
宗

の
証
拠
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
所
が

旧
本
の
天
下
に
円
機
熟
し
て
円
教
が
起
つ
た
に
も
拘

ら
ず
、
「
天
台

の

四
教
は
外
道
の
説
な
る
べ
し
」
と
か

「
新
羅
大
唐

に
咲
う
所
の
疏
で
あ

る
」
と
か
批
判
し
て
い
る
の
で
、
今
諸
宗
の
依
愚

を
示
す
文
を
集
め
、

後
代
の
亀
鏡
と
す
る
の
で
あ
る
。
「新
来
の
真
言
家
は
筆
授
め

相
承
を

涙
し
隔
旧
到
の
華
厳
家
億
影
響
の
軌
模
を
隠
し
、

沈
空
の
三
論
宗
は
弾

呵
の
屈
恥
を
忘
れ
て
称
心
の
心
酔
を
覆
い
、
著
有

の
法
相
宗
は
僕
陽
の

帰
依
を
非
し
て
青
竜
の
判
経
を
擾
す
」
と
、
三
論

・
華
厳

・
法
相
の
、

南
都
六
宗
の
代
表
的
な
も
の
を
攻
撃
し
、
更
に
新
来
の
真
言
を
も
非
難

す
る
。
そ
し
て
、
最
澄
の
天
台
に
は
所
承
あ
り
、
救
と
麦
の
異
り
を
示

し
、

目
と
珠
の
区
別
を
悟
つ
て
い
る
。
そ
こ
で

『依
愚
集
』
を
著
し
て

同
我
の
後
哲
に
贈
る
。
弘
仁
七
年
。
と
い
う
。

こ
の
序
分
の
、
弘
仁
四
年
の
後
記
と
最
も
異
な
る
点
は
、
弘
仁
四
年

の
後
記
は
、
天
台
の
優
位
性
を
示
す
の
に
止
つ
て
い
た
の
に
対
し
、

こ

こ
で
は
他
宗
に
対
す
る
批
判
が
、
、は
づ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
南
都
と
空
海
に
対
す
る
批
判
は
、
こ
の
当
時

の
最
澄
の
立
場
を
考

え
れ
ば
肯
け
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
南
都
に
対
し
て
は
、
弘
仁
五
年
正
月
、
宮
中
で
諸
宗
の

法
師
と
対
論
し

(v
附
二
九
-
三
〇
)
、
ま
た
、
翌
六
年

に
は
、
和
気
氏

の
請
で
、
大
安
寺
の
塔
中
院
に
天
台
を
講
じ
て
、
南
都
の
諸
大
徳
と
対

論
し

て
い
る
。

時
有
二諸
寺
強
識
博
達
大
徳
等
幻
集
二会
法
莚
相
魏
魏
智
竜
。
興
二重
雲
於
秋

風
殉
赫
赫
義
虎
。
解

一厚
泳
於
夏
日
殉
或
争
学
或
競
論
。
或
呼
二客
作
幻
或
索
二

証
文
殉
(中
略
)
三
乗
鉾
楯
。
於
レ是
擢
折
。

一
乗
法
燈
於
レ是
熾
烈
。
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と

『叡

山
大
師
伝
』
(
V
附
三
〇
-
一
)
と
そ
の
模
様
を
記
し
て
い
る
が
、

天
台
と
南
都
の
教
学
を
め
ぐ
り
、

一
乗
三
論
の
論
争
と
な

つ
て
、
互
に

主
張
し
、
'そ
の
証
拠
を
求
め
、

激
し
く
論
争
し
た
有
様
が
美
事
に
描
写

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
海
と
の
間
に
も
、
弘
仁
四
年
秋
か
ら
意
志
の

疎
通
を
来

し
、
最
澄
の
乞
に
応
じ
な
く
な
く
な
つ
て
来
て
い
た
。
こ
う

し
て
、
,最
澄
の
天
台
宗
の
地
位
は
日
本
の
仏
教
界
に
お
い
て
孤
立
化

の

様
相
が
徐

々
に
明
ら
か
と
な
り
、
最
澄
は
、
こ
れ
に
対
し
、

は
づ
き
り

と
批
判

的
態
度
を
と
つ
て
自
宗
の
根
拠
を
示
し
、
存
在
理
由
を
対
外
的

に
も
明
瞭
に
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
、
と
考
え
ら

れ
る
。

第
四
項

結

こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
は
、
『
依
愚
集
』
は
屈
折
し
た
性

格
を
も

つ

書
で
み

る
、
と
考
え
る
。
最
初
は
主
と
し
て
、
自
宗
内
に
お
い
て
、
天

台
の
優
位
性
を
示
す
必
要
が
あ

つ
て
書
か
れ
た
書
物

で
あ

つ
た

も

の

が
、
そ

の
後
の
最
澄
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
他
宗
批
判
と

い
う
性
格
を
も
付
与
さ
れ
て
、
弘
仁
七
年
、
主
と
し
て
対
外
的
に
公
け

に
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
序
文
が
中
央
で
書
か

れ
た
か
、
東
国
で
書
か
れ
た
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
対
外
的
な

姿
勢
自
身
が
大
き
な
問
題
と
な
つ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な

『
依
愚

集
』
の
性
格

は
、
東
国
に
蔚
け
る
徳

一
へ
の
批
判
と
い
う
性
格
を
持

つ
に
至
っ
た
こ

と
は
、
『守
護
国
界
章
』

の
中
で
、
本
書
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。
弘
仁
七
年
東
国

へ
赴
い
て
、

こ
れ
に
も
、
会
津
の
徳

一
が
、
天
台
教
団
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
つ
た

こ
と
を
知

つ
た
最
澄

は
、
恐
ら
く
は
東
国
の
天
台
教
徒
を
安
堵
さ
せ
、
徳

一
へ
の
批
判
と
し

て
、
本
書
を
使
用
し
た
に
相
違
な
い
。

こ
う
し
、て
、
本
書
は
、
最
澄

・
徳

一
論
争
の
経
過
か
ら
い
う
と
、

こ

の
論
争
に
先
行
す
る
も
の
で
、
本
来
そ
の
為
に
書
か
れ
た
も
の
で
な
か

つ
た
も
の
が
、
徳

一
批
判
の
書
と
し
て
使
用
さ

れ
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。

1
 
註
伝
教
大
師
全
集
第
二
巻
四

一
四
頁
。
以
下
単
に
巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字

頁
数
は
漢
数
字
で
記
か
。

2
 
三
浦
周
行

『
伝
教
大
師
伝
』
二
五
三
・
四
頁
。

3
 
塩
入
亮
忠

『
新
時
代
の
伝
数
大
師
教
学
』

一
八
八
頁
。

4
 
上
杉
文
秀

『
日
本
天
台
史
』
二
一
五
頁
。

5
 
大
屋
徳
城

『
日
本
仏
教
史
の
研
究
』
二
〇
七

・
八
頁
。

6
 
三
浦
周
行
」
前
掲
書

一
八
九
頁
。

7
 
塩
入
亮
忠
、
前
掲
書
二
三
一
-
五
頁
。

8
 
拙
稿
、
道
忠
と
そ
の
教
団

(昭
和
四
十
】
年
度
二
松
学
舎
大
学
論
集
)
。

9
 
三
浦
周
行
、
前
掲
書
二
〇
三
頁
。

10

『智
証
大
師
全
集
』
下
巻
」
二
九
四
頁
。

1
1
『慈
覚
大
師
伝
』
続
群
書
類
聚
十
八
輯
所
収
。

12

『相
承
血
脈
譜
』
天
台
霞
標
二
の
二
所
収
。

13
 
薗
田
秀
融

「最
澄
の
東
国
伝
道
に
つ
い
て
」
(仏
教
史
学
第
三
巻
第
二

号
)
。

最

澄

『
依
葱
集
』

に

つ
い
て
 
(
田

村
)
 

六

五

-572-


